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福島県
面　積 13,784 ㎢
人　口 1,714,518人
県の花 ネモトシャクナゲ
県の木 ケヤキ
県の鳥 キビタキ

求める教員像

○「福島らしさ」をいかした多様性を力に変える教育と，福島で学び，福島に誇りを持つことができる「福島を
生きる」教育を実践する教員

○高い倫理観と教育に対する情熱・使命感を持ち，児童生徒に伴走しながら学び続ける教員
○心身共に健康で，自らの強みや指導力をいかし，チームとして多様化・複雑化する教育ニーズに対応する教

員

出願期間
公開日　令和７年４月18日（金）
電子申請　令和７年４月23日（水）～５月19日（月）
書類郵送　令和７年４月23日（水）～５月22日（木）〈簡易書留又は一般書留・消印有効〉

試験日程
１次試験　試験日　令和７年７月12日（土）・13日（日）　　合格発表日　令和７年８月７日（木）
２次試験　試験日　令和７年９月６日（土）・７日（日）　　合格発表日　令和７年10月14日（火）

年齢制限 昭和41年４月２日以降に生まれた者

募集教科

［小］　［中］国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，技術，家庭，英語　［高］国語，地理歴史（世
界史，日本史，地理），公民（倫理，政治・経済），数学，理科（物理，化学，生物，地学），保健体育，音楽，美
術，英語，家庭，情報，農業（作物・園芸，農業土木，食品科学，畜産），工業（機械，電気・電子，建築・土木，
工業化学），商業，水産（海洋）　［特］（小）（中）［中］と同一教科　（高）［高］と同一教科・科目（ただし，水
産（海洋）を除く）　［養］

特記事項

■特別選考　●特別選考Ⅰ（教職経験者特別選考）　教諭等として継続して２年以上の教職経験がある者は，
１次を免除。●特別選考Ⅱ（臨時的任用職員等経験者特別選考）　臨時的任用職員等として直近３年度間に
通算15月以上の教職経験がある者は，１次の教職を免除。●特別選考Ⅲ（スポーツ・芸術等特別選考）　［高］
志願者で，スポーツ分野はカヌー，芸術分野は演劇において規定の要件を満たす者は，事前審査の上，１次の
教職・専門・実技に代えて，個人面接を実施。●特別選考Ⅳ（社会人経験等特別選考）　［高］情報，農業（食品
科学），［特（高）］情報志願者で，規定の要件を満たす者は，事前審査の上，１次の教職・専門に代えて，個人面
接を実施。●大学推薦特別選考　１次の教職を免除。●大学３年生等特別選考　募集校種，教科（科目等）は
令和８年度採用と同じ（ただし，水産を除く）。１次を受験可能。選考通過者は令和９年度試験の１次を免除。
■障がいのある志願者への合理的配慮の提供　合理的配慮の提供を個別に決定。■免除　以下の①～③の該
当者は，１次を免除。①令和７年度の１次に合格し，２次を受験し名簿登載にならなかった者。②令和７年度の
大学３年生等特別選考で受験し「選考通過者」となった者。③令和７年度の１次を［高・特］の「特別選考Ⅱ」で
受験し１次の免除を通知された者。

新規情報

■３年生受験　小中高特養対象。■初任給　大卒（小中）269,672円（高）269,360円，修士修了（小中）
322,772円，（高）322,564円。■初任者研修　教育公務員としての心構え，教育関連法規の理解，生徒・
保護者や同僚等との関係構築等について校内外の研修で養う。■臨時的任用教員の研修　あり。■へき地
／離島／寒冷地勤務　義務ではない。■懲戒処分の指針　県教委HPに「教職員の懲戒処分に関する基準」
で提示。

小学校 中学校 高等学校

いじめ（件） 5,267 1,422 302

不登校（人） 1,379 2,959 467

2021年度
(2020年実施)

2022年度
(2021年実施)

2023年度
(2022年実施)

2024年度
(2023年実施)

2025年度
(2024年実施)

受験者数 1,945 1,813 1,858 1,720 1,679
採用予定者数 540 493 537 575 681

▼�令和５年度　問題行動調査でのいじめの
　認知件数と不登校児童・生徒数

▼︎�受験者数等推移
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2026年度（2025年実施） 筆記試験DATA

　まずは小・中学校教諭の出題傾向である。学習指

導要領では総則と特別の教科 道徳，特別活動が必

出である。このうち総則について，今年度は「第1 

小（中）学校教育の基本と教育課程の役割」からカ

リキュラム・マネジメントに関する問題と，「第3 

教育課程の実施と学習評価」から「1 主体的・対話

的で深い学びの実現に向けた授業改善」に関する問

題が出題された。また特別の教科 道徳について，

今年度は「第2 内容」と「第3 指導計画の作成と内

容の取扱い」から「要」や評価のあり方を問う問題

が出題された。特別活動では「第2 各活動・学校行

事の目標及び内容」から学校行事の目標と内容の取

り扱いを問う問題が出題された。教育法規では教育

基本法と地方公務員法（服務）が必出である。今年

度は教育基本法第1条（教育の目的），第2条（教育

の目標），第5条（義務教育），地方公務員法第32条

（法令等及び上司の職務上の命令に従う義務），第

33条（信用失墜行為の禁止），第35条（職務に専念

する義務）が，それぞれ出題された。また，頻出の

学校教育法等も出題されている。

　次に高校教諭の出題傾向である。学習指導要領で

は総則が必出であり，今年度は「第3款 教育課程の

実施と学習評価」から学習評価に関する問題と，

「第6款 学校運営上の留意事項」から学校，家庭，

地域との連携及び協働の理解を問う問題がみられた。

生徒指導では，「生徒指導提要」（2022年）の「第

1章 生徒指導の基礎」から生徒指導の目的や発達支

持的生徒指導，課題予防的生徒指導，課題早期発見

対応，教職員の児童生徒理解の理解を問う問題が出

題された。教育法規では教育基本法と地方公務員法

が必出である。今年度は教育基本法第1条（教育の

目的），第6条（学校教育），第14条（政治教育），

地方公務員法第29条（懲戒）が出題された。この

ほか，頻出のいじめ防止対策推進法から第16条（い

じめの早期発見のための措置）に関する問題や，学

校教育法の理解を問う問題も出題されている。

▶必出の学習指導要領総則
▶小中で必出の特別の教科 道徳と特別活動
▶�教育法規は教育基本法と地方公務員法
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